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平成 27（2015）年度「地域と教育」研究会活動記録 
 
地域と教育研究会 
回数 日時 内容 
第一回 4 月 23 日 オリエンテーションを行う 
第二回 5 月 14 日 宮原 誠一『社会教育入門』を読み、討論する 
第三回 6 月 18 日 卒論生、修論生の構想発表会の練習を行う 
橋田 慈子「障害児者の親における『地域福祉』主体の形成プロセス
に関する研究—知的障害児者の『親の会』参加者のライフヒストリー
研究を通して−」 
伊藤 昴大「日本の伝統的な食文化の伝承に関する研究—昆虫食を事
例として−」 
藤田 悠佑「まちづくりにおける社会教育行政の役割に関する研究」 
横江 裕二「地域社会を支える産業で働くことの意味」 
第四回 7 月 16 日 宮原誠一『社会教育入門』の続きを読み、討論する 
第五回 10 月 22 日 博士前期課程 1 年生の研究関心の発表・議論の場をつくる 
小宅 優美「地域づくりにおける『学び』に関する研究」 
久保園 梓「リフレクションと社会参加活動—リフレクション支援に
着目して−」 
丁 甜甜「日本の農山村地域における農村女性の自立と意識変容に関
する研究」 
第六回 11 月 19 日 学類 3 年生の研究関心の発表・議論を行う 
第七回 1 月 14 日 卒論生の審査会の発表練習を行う 
伊藤 昴大「現代社会における昆虫食普及に果たす教育の役割」 
藤田 悠佑「社会教育とまちづくりをめぐる行政の役割に関する考察
—守谷市・つくばみらい市を事例に−」 
横江 裕二「労働者にとっての地域社会における関係の構築のもつ現
代的意義−長野県飯田市の公民館活動を事例として−」  
 
 
 
 
 
 
『茗渓社会教育研究』投稿規程 
 
１．投稿者は、本研究室関係の学類・大学院の在学者、出身者及び教員であること。 
２．原稿は未発表のものに限る。他の学会誌もしくは研究紀要などへの投稿原稿と著しく重複
する内容の原稿を、本誌に掲載することは認めない。ただし、口頭発表及びその配布資料は、
この限りではない。 
３．投稿希望者は、氏名・所属・連絡先（E-mailアドレスを含む）・論文仮題目を明記した用紙
を、2月末までに電子メールで送付し、投稿申込を行う。 
４．投稿論文は、一枚を40字×35行とし、12枚以内を厳守すること。本文の他、表、図、注、
引用文献も制限枚数の中に含むものとする。 
５．執筆要領 
（１）原稿はＢ５判用紙で、文字数と行数は40字×35行、周囲余白は左右各20mm、上
27mm、下25mmとする。 
（２）原稿の体裁は以下の通りで統一する。 
・フォントはMS明朝で、サイズは10ポイントとする。数字は、１桁であれば全角、２
桁以上であれば半角とする（ただし、年月日やページ番号は半角とする）。 
・章や節の見出しは、「１．○○○」、「１－１．○○○」のように記す。 
・脚注はすべて文末脚注とする。 
・句読点は、「、」および「。」に統一する。 
・図や表の番号は、図１、図２、表１、表２・・・のように、図と表で番号をそれぞれ
独立させて付番する。図や表は、エクセルまたはパワーポイントで作成する。図表は
本文に挿入した状態で提出する。 
（３）氏名及び所属（３月末時点 ）を記入する。 
６．編集委員会が指定する締切日までに、原稿データを電子メールで提出すること。締切日等
については、別途通知する。 
７．応募論文の採否は、編集規定に従って決定し、本人宛に通知する。 
８．応募論文原稿、その他の提出物は返却しない。 
９．論文原稿、その他の提出物の送付先 
  〒305-8572 茨城県つくば市天王台1-1-1 
  筑波大学 人間系（教育学域） 生涯学習・社会教育学研究室 気付 
  nariko.h32@gmail.com（編集担当幹事） 
